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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 3 8 5 9 3 4 0 0 1 1 6 4 1 0
14 * 0 0 3 7 0 0 4 1 0 1 1 0 0 0
15 * 0 1 1 4 1 2 5 1 4 5 2 1 2 0
31 * 0 2 5 10 1 2 4 0 0 0 4 1 0 1
34 * 0 1 8 12 4 6 1 2 1 3 1 0 0 1
20 0 0 5 2 5 2 2 3 0 0 0 0 0 0 0
27 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
41 0 0 0 0 1 0 0 1 2 0 2 0 0 0 1
82 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
84 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
9 * 0 0 5 6 3 4 3 3 5 8 4 0 0 0
14 * 1 5 1 6 0 0 2 1 1 2 0 2 0 0
20 * 0 1 1 4 0 4 4 1 0 1 4 1 0 1
26 * 0 1 2 4 0 0 1 1 2 3 3 1 0 1
91 * 0 1 1 3 0 0 1 0 3 3 3 1 0 1
0 0 0 0 2 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
1 0 4 11 1 5 2 2 2 3 0 3 2 0 0 0
6 0 0 0 0 1 1 4 1 0 1 1 1 0 0 0
12 0 0 0 0 1 2 2 5 0 3 3 2 0 0 0
25 0 2 3 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0
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２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.10.06
立命館大学開始時間 12:00

会　　場 なみはやドーム

立命館大学
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戦評
関西リーグ戦二次リーグの第１試合は、残り一枠のインカレ出場権をかけて立命館大学と大阪産業大学の対戦となっ
た。どちらがインカレ出場に望みを繋げるか注目していきたい。試合の流れを読み、一気に仕掛けた立命館が勝利を
手にした。また敗れた大産大も最後まで粘り、最後の連続3Pシュートは流石の二文字であった。インカレ出場に立命
館が一歩前進した。
第1ピリオドは#31庄田のシュート、#15水鳥のアシストから#00上田が速攻を決め立命館が先制する。3分が経過した
ところで大産大は#26宮武のシュートでようやく得点を記録する。また大産大#１小幡が3Pシュートを決めると、次のオ
フェンスで立命館#00上田が3Pシュートを決め返し3Pシュートランキング上位のこの二人の争いも白熱し始める。大産
大はディフェンスから流れを掴み、#9鄭の3連続ゴールと#1小幡の3Pシュートで一気に逆転する。しかし立命館も踏ん
張り、第１ピリオド終了間際に#00上田がジャンプシュートを決め17－14の立命館が3点リードで第１ピリオドを終える。
第2ピリオド、立命館は#34上野のドライブ、大産大は#91石原のシュートでそれぞれ得点する。残り3分半、立命館は2
－1－2ゾーンディフェンスに変更する。また大産大のチームファールで#15水鳥が得たフリースローの後にはオール
コート2－2－1ディフェンスを仕掛ける。しかし大産大#0橋本が連続ゴールを決め、立命館に流れを掴ませない。残り
１分、残り1分は両者攻めたてるも得点を決められず、立命館#34上野がどうにかねじ込み27－24と立命館が3点リード
で前半終了。第3ピリオド、立命館#34上野のゴール下シュートで始まる。大産大は#14山田がハーフコートライン付近
からゴール下の#９鄭に矢のようなアシストを決める。試合が動いたのは残り５分半、立命館#34上野が大産大#９鄭か
らバスケットカウントを奪い、オールコートマンツーマンで仕掛ける。その仕掛けが奏功し立命館#15水鳥がパスカット
からそのままゴール下を決め36-28となり、大産大は慌ててタイムアウト。だがタイムアウト後も流れは変わらず、焦りか
らかシュートが決まらない。その一方で立命館は得点を重ね、リードを２桁に広げる。47-35の12点リードと一気に立命
館が大産大を突き放し、第3ピリオドを終了する。 第４ピリオド、立命館は#31庄田、大産大は#14山田のジャンプ
シュートでそれぞれ得点する。残り７分半に立命館#31庄田がドライブを決め、54-39となったところで大産大がタイム
アウトを要求する。タイムアウト明けに大産大は1-3-1ゾーンディフェンスに切り替える。追いつきたい大産大だが、い
いタイミングでシュートを放てず得点できない。流れを変えようと大産大ベンチは残り５分半58-39で最後のタイムアウ
トを取る。大産大は#14山田が3Pシュートを、#1小幡がディフェンス二人を相手に速攻をねじ込み、意地をみせる。し
かし立命館も安定して得点し、リードを保つ。試合終了際に大産大は#1小幡と#26宮武が3Pシュートを決めるも追い
つくには至らず、70-57で立命館の勝利で試合終了。
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